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白浜地域づくり協議会「きらり」は、2010 年 3 月 29 日に発足し 16 年目を迎えました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「きらり」15 年を振り返って  
「きらり」副会長（初代会長）栗原 猛（80歳） 

 

「きらり」は【世代を超えた絆を深め、穏やかに暮らせる美しい白浜づくり】を 

合言葉に、自ら考え、できる時にできることから始め、楽しむことをモットーに活 

動しています。白浜は「豊かな海」「美しい景観」「あたたかさ」「文化」をはぐくみ 

活かしながら発展してきました。しかし、十数年前から人口減少と少子高齢化が進 

み活気が失われていました。そのような状況から、かつての元気を取り戻したいと 

思いを強くしたメンバーが集い、2009年に「白浜の地域を考える会」「準備委員会」 

を経て翌年に「きらり」は設立されました。 

 

当初は 「トンネル内を歩こう会」 「山 ウォーキング」「白浜花の会」「農業体験ツアー」からスタート。

その後にゴミ拾い、山 の整備、防災・防犯活動、イベント等の活動が加わりました。しかし、2019 年の

台風 15号の被害で山 の倒木、土砂崩れ等で再整備が必要になり、また 2020年の新型コロナウィルス感

染症による蔓延防止対策等でいくつかの活動を休止。2023年からそれらの活動を再開し、現在は 「美化部

会」「花の会」「レク部会」「農業体験グループ」「おたから部会」「はぐくみ活動」を中心としています。 

 

「きらり」という名称は、白浜の灯台にちなんで〝ひかり″の下に人々が集まるイメージから名付けら

れました。地域の皆さんに、   「きらり」の活動に行こう！』  「きらり」のイベントに参加しよう！』と親

しく呼んでもらえたらと願っています。これまでを振り返り、この活動が再び活性化できるよう設立当時

の想いを振り返るこの頃です。 

 

 

 

 

 

 

きらり植樹の桜（大原台） 

河津桜 2024 年 4 月撮影 

桜の成長の様子 2010 年 11 月 / 2014 年 3 月撮影 
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植樹の様子 2010 年 6 月 / 11 月撮影 



 
 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
日時：5月 16日（金）19時～ 
場所：白浜コミュニティセンター 大会議室 

 

＊「きらり」は、発足から 16年目を迎えました。
総会では、令和６年度の活動報告を写真で紹介し
ながら発表します。 
 
どなたでも自由に傍聴できますので、皆様お気

軽に足をお運びください。 
 

        白浜地域センター長・職員の交代 

令和 7年度の定期人事異動により、前センター長
の南部肇に代わり、平野智章がセンター長に、前職
員の荻野正に代わり、秋 修一が就任しました。 
 
地域の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

【美化部会】活動報告・案内 

4 月 20 日（日）、乙浜漁港周辺のゴミ拾いを行
いました。曇り空の下、地元育成会の皆さんをは
じめ多くが参加 （大人 17名、子ども 4名）。港内
吹き溜まりには、タバコの吸い殻やプラスチック
ゴミ等が散乱していましたが、短時間であっとい
う間に集められました。 
 
 
 
 
 
 
 
次回の活動 
日  時：5月 18日（日）９時～（1時間以内）  
集合場所：根本キャンプ場入口（雨天中止） 
周辺のゴミ拾いを行います。参加者は手袋をお持
ちください。トング・ゴミ袋は用意してあります。 

 

ボランティア活動で幸福度を高めよう！ 
              「きらり」会長 柳 善夫（75 歳） 

 
先日発表された国連幸福度調査で日本が世界 55位となり、特に寛容さが低いと 

いう結果が出ました。これは私たち一人ひとりの日々の行動や意識が、社会全体の 

幸福感に深く関わっていることを示唆しています。 

 

 寛容さとは、他者を理解し受け入れ支え合う心です。ボランティア活動は「まさにこの寛容さを育む絶

好の機会です。地域のために誰かのために行動することで、私たちは他者の喜びを自分の喜びと感じ、共

感力を高めることができます。 

 

小さな一歩でも構いません。身近なボランティア活動に参加することで、地域社会とのつながりが深ま

り、温かい輪が広がります。「きらり」では、定期で美化活動のゴミ拾いと花壇やプランターの整備活動

を行っています。また、不定期でイベント活動等があります。私たちの行動が誰かの笑顔につながり、地

域全体の幸福度向上に貢献できる。そう信じて、共に白浜のボランティア活動を活発化させませんか。皆

様の温かいご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

第 1回白浜落語塾発表会 

 
 
 

4 月 13日（日）、白浜コミュニティセンターにて 

塾生で故南総亭千秋さんの追悼公演「第 1回白浜落

語塾発表会」が開催されました。在りし日の千秋さ

んの落語がビデオ上映された後、全員で黙とう。そ

して、千秋さんの最後の稽古演目「くいくい」を吉

与夢さんが代演しました。  

  

続いて白浜在住の千成さん、童夢さんと友情出演

で南房総落語愛好会の等久さん、四苦八苦さんが落

語を、塾頭の千公さんが千桃さんの美しいピアノ演

奏で講談を披露しました。当日は雨の中多くの方が

集い、演者の迫力ある発表会に会場は笑いの渦と感

動の涙で盛況に終わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

千成さん    故千秋さんの落語    童夢さん  

（写真：森 洋利 氏 提供）           

        
 

白浜さくら寄席 

 

「きらり」第 15 回総会のお知らせ 

 

人 事 


